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１
．
序
論

北
朝
鮮
の
第
二
次
核
実
験
を
前
後
し
て
、
朝
鮮
半

島
を
中
心
に
し
た
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
は
、
次
の
よ

う
な
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。

一
つ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
危
機
の
衝
撃
に
よ
る

米
国
の
不
振
と
中
国
の
躍
進
で
あ
る
。
二
つ
目
に
は
、

北
朝
鮮
の
国
内
情
勢
の
悪
化
で
あ
る
。
三
つ
目
に
は
、

韓
国
で
保
守
政
権
（
李
明
博
政
権
）
が
発
足
し
て
か
ら
、

「
北
朝
鮮
崩
壊
論
」
を
前
提
と
し
た
対
北
朝
鮮
強
硬
路

線
が
従
来
の
宥
和
路
線
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
国
際
社
会
の
対
北
朝
鮮
制
裁
が
強
化
さ
れ
、

北
朝
鮮
の
孤
立
状
態
が
さ
ら
に
進
ん
だ
。

こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
中
国
の
対
朝
鮮
半
島

政
策
の
歩
み
に
、
多
少
特
異
な
現
象
が
現
れ
た
。
金

正
日
委
員
長
が
わ
ず
か
十
二
ヶ
月
の
間
に
三
回
も
中

国
を
訪
問
し
、
中
朝
関
係
が
急
速
に
密
接
に
な
る
様

相
を
呈
し
た
。
一
部
で
は
中
朝
関
係
が
再
び
「
同
盟

関
係
」
に
回
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
も

提
示
さ
れ
た
。

２
．
国
際
環
境
の
変
化
と
中
国
の
対
外
戦
略

（1）　

国
際
環
境
の
変
化

先
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
の
時
代
に
入
り
、

国
家
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。二
つ
目
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
危
機
以
後
、

国
際
社
会
で
最
も
鮮
明
な
特
徴
は
、
西
欧
先
進
国
の

不
振
と
後
発
工
業
国
の
躍
進
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。

三
つ
目
に
は
、
権
力
の
中
心
が
西
欧
か
ら
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
四
つ
目

に
は
、
超
強
大
国
・
米
国
の
不
振
と
新
興
大
国
・
中

国
の
浮
上
が
国
際
政
治
の
構
図
に
及
ぼ
す
影
響
が
日

に
日
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（2）　

中
国
の
対
外
戦
略

先
ず
、
自
由
主
義
的
視
角
か
ら
引
き
続
き
「
韜
光

養
晦
（
才
能
を
隠
し
て
表
に
現
さ
な
い
）」
戦
略
を
維

持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
二
つ
目
に
は
、
現
実

主
義
的
視
角
に
よ
り
、
外
部
環
境
か
ら
来
る
圧
力
と

挑
戦
を
直
視
し
て
戦
略
的
安
保
意
識
を
強
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
三
つ
目
に
は
、
特
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
現
実
主
義
や
自
由
主
義
と

い
う
理
論
的
見
解
の
範
疇
か
ら
抜
け
出
て
対
外
戦
略

の
領
域
を
広
げ
て
行
く
こ
と
が
必
要
と
い
う
考
え
が
、

相
当
数
の
中
国
人
学
者
の
間
で
次
第
に
共
感
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

３
．
中
国
の
対
北
朝
鮮
認
識
と
政
策
論
理

（1） 

中
国
の
対
北
朝
鮮
認
識

最
初
に
、
中
国
の
政
策
決
定
者
の
対
北
朝
鮮
認
識

と
い
う
次
元
で
見
る
時
、
歴
史
の
記
憶
、
政
治
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
等
の
要
因
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
二
番
目
に
、
国
内
経
済
の
次
元
で
見
る
時
、
中

国
は
地
域
不
均
衡
解
消
の
た
め
の
経
済
開
発
過
程
で
、

北
朝
鮮
の
対
外
門
戸
の
役
割
を
よ
り
切
実
に
認
識
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
番
目
に
、
国
際
体
制
の
視

点
で
見
る
時
、
北
朝
鮮
は
中
国
の
対
米
「
反
牽
制
」

戦
略
の
重
要
な
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し
て
の
価
値
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（2） 

中
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
の

                          

論
理
と
政
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

先
ず
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
は
中
国
の
朝
鮮

半
島
政
策
の
基
本
前
提
と
な
る
。
二
番
目
に
、
北
朝

鮮
の
政
権
存
続
と
国
際
社
会
へ
の
編
入
を
朝
鮮
半
島

の
平
和
と
安
定
の
必
要
条
件
と
見
な
し
て
い
る
。
三

番
目
に
、
北
朝
鮮
の
国
際
社
会
編
入
の
た
め
に
は
、

米
朝
関
係
の
改
善
が
優
先
的
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
だ

と
見
る
。
四
番
目
に
、
米
朝
関
係
改
善
の
た
め
に
は

中
国
の
対
北
朝
鮮
影
響
力
の
強
化
が
必
須
で
あ
る
。

姜　
　

龍　

範

　

中
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
論
理
と
中
朝
関
係

　
　

―
最
近
の
中
朝
首
脳
会
談
に
対
す
る
分
析
を
中
心
に
―
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４
．
第
二
次
核
実
験
以
後
の
中
国
の

　

対
北
朝
鮮
政
策

（1）　

第
二
次
核
実
験
前
後
の
韓
半
島
情
勢

先
ず
、オ
バ
マ
政
権
は
国
内
経
済
の
回
復
と
共
に
、

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
時
に
墜
落
し
た
国
際
イ
メ
ー
ジ
の

復
元
が
対
外
戦
略
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
特
に
台
頭
す
る
中
国
へ
の
牽
制
、
北
東
ア

ジ
ア
地
域
で
の
主
導
権
回
復
が
切
実
に
な
っ
た
。
二

つ
目
に
、
北
朝
鮮
の
国
内
情
勢
が
悪
化
し
た
。
三
つ

目
に
、
南
北
朝
鮮
関
係
が
膠
着
状
態
に
入
っ
た
。

（2）　

第
二
次
核
実
験
以
後
の
中
国
の
対
北
朝
鮮
政
策

北
朝
鮮
の
第
二
次
核
実
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

国
の
北
朝
鮮
政
策
に
は
微
妙
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。

国
際
社
会
の
対
北
朝
鮮
制
裁
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、

中
朝
両
国
の
協
力
と
交
流
が
持
続
的
に
強
化
さ
れ
る

様
相
を
見
せ
た
。そ
の
内
容
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１）
政
治
、
外
交
的
側
面
：
戦
略
的
提
携

三
回
に
わ
た
っ
た
首
脳
会
談
を
通
じ
て
、
中
朝
双

方
は
時
代
的
な
変
化
に
よ
り
両
党
、
両
国
の
伝
統
的

友
誼
の
継
承
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
層
の
往
来
、
国
内
問
題

を
含
ん
だ
戦
略
的
疎
通
、
国
際
及
び
地
域
問
題
で
の

協
力
強
化
な
ど
で
共
感
を
形
成
し
た
。

２）
経
済
協
力
の
側
面
：
貿
易
中
心
か
ら
共
同
開
発
へ

中
朝
貿
易
が
持
続
的
に
増
加
す
る
中
で
、
首
脳
会

談
以
後
中
朝
経
済
協
力
は
貿
易
と
対
北
朝
鮮
投
資
に

集
中
し
た
従
来
の
形
式
を
抜
け
出
し
、
地
域
共
同
開

発
と
い
う
次
元
で
両
者
の
経
済
協
力
が
一
層
強
化
さ

れ
て
い
る
。
中
国
は
北
朝
鮮
の
経
済
発
展
及
び
民
生

改
善
を
支
持
す
る
こ
と
を
表
明
し
な
が
ら
も
、“
政
府

主
導
、
企
業
中
心
、
市
場
運
営
、
互
恵
共
栄
”
の
原

則
を
強
調
し
、
中
国
の
改
革
開
放
の
経
験
を
北
朝
鮮

に
積
極
的
に
紹
介
し
た
。

３）
北
朝
鮮
の
核
問
題
：
北
朝
鮮
体
制
の
安
定
と

六
者
会
談
再
開
の
努
力

先
ず
、
中
国
は
北
朝
鮮
に
対
す
る
国
際
社
会
の
過

度
な
圧
力
手
段
の
使
用
を
拒
否
し
た
。二
つ
目
に
は
、

第
二
次
核
実
験
以
後
、
中
国
は
第
一
次
核
実
験
に
比

べ
て
多
少
強
度
が
低
い
非
難
声
明
を
発
表
す
る
と
同

時
に
、
迅
速
に
対
北
朝
鮮
対
話
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧

さ
せ
た
。
三
つ
目
に
、
六
者
会
談
再
開
の
た
め
に
積

極
的
に
行
動
し
た
。

５
．
結
論

今
後
中
国
の
北
朝
鮮
政
策
の
行
方
は
、
次
の
よ
う

に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
め
に
、
国
内
的
に

持
続
的
な
経
済
の
発
展
が
相
変
ら
ず
優
先
的
目
標
に

な
っ
て
い
る
状
況
で
、
中
国
の
外
交
目
標
は
継
続
し

て
安
定
お
よ
び
協
力
環
境
の
造
成
に
注
力
し
よ
う
と

す
る
だ
ろ
う
。

二
番
目
と
し
て
、
米
朝
関
係
改
善
と
北
朝
鮮
の
改

革
開
放
お
よ
び
半
島
危
機
管
理
に
積
極
的
に
備
え
る

た
め
に
は
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
拡
大
を
優
先
的
課
題

と
す
る
だ
ろ
う
。
当
面
、
中
国
は
北
朝
鮮
へ
の
影
響

力
行
使
よ
り
は
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
拡
大
に
よ
り
多

い
努
力
を
傾
け
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
単
に
経
済
協

力
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
層
の
間
の
密

接
な
疎
通
を
通
じ
て
政
治
的
信
頼
関
係
を
厚
く
す
る

こ
と
で
友
好
的
な
中
朝
関
係
樹
立
と
北
朝
鮮
の
体
制

安
定
に
優
先
的
に
集
中
す
る
だ
ろ
う
。 

三
番
目
に
、
中
国
は
米
朝
関
係
の
改
善
を
積
極
的

に
希
望
す
る
。
今
後
、
中
国
は
六
者
会
談
を
含
む
北

朝
鮮
の
核
問
題
解
決
過
程
で
中
朝
協
力
を
強
化
す
る

と
同
時
に
、
米
朝
対
話
を
積
極
的
に
斡
旋
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
北
朝
鮮
が
要
求
す
る
朝
鮮
半
島
の
平
和
体

制
構
築
に
戦
略
的
目
標
を
置
く
可
能
性
が
高
い
。

四
番
目
に
、
北
朝
鮮
の
体
制
存
続
と
と
も
に
、
北

朝
鮮
の
国
際
社
会
へ
の
編
入(

改
革
開
放)

の
た
め
に

よ
り
積
極
的
な
歩
み
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。
中
国
は
自

国
の
改
革
開
放
の
経
験
を
北
朝
鮮
に
紹
介
し
、
北
朝

鮮
が
「
民
生
改
善
」
問
題
を
中
心
に
置
き
、
対
外
開

放
を
実
施
す
る
こ
と
で
国
際
社
会
と
の
接
触
な
い
し

は
協
力
領
域
の
拡
大
を
図
り
、
窮
極
的
、
長
期
的
に

危
機
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
北
朝
鮮
経
済
の
回
復
を

期
待
し
よ
う
と
す
る
。　

五
つ
目
、
中
国
は
よ
り
長
期
的
な
視
角
で
朝
鮮
半
島

非
核
化
問
題
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮

の
核
問
題
に
お
い
て
周
辺
強
大
国
の
利
害
関
係
が
複
合

的
に
作
用
し
て
い
る
た
め
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
が
一
朝

一
夕
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。 

こ
れ
に
伴
い
、

六
者
会
談
を
制
度
化
し
て
、
多
者
的
枠
組
み
の
内
で
両

者
間
会
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、
朝
鮮
半
島
停
戦
体
制

を
平
和
体
制
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
の

安
保
問
題
が
解
決
さ
れ
る
前
提
の
下
で
非
核
化
問
題
を

議
論
す
る
こ
と
が
よ
り
現
実
的
だ
と
見
る
。

（
チ
エ
ン
・
ロ
ン
フ
ァ
ン
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